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この報告書は、開発事業に伴い、国庫補助金及び県補助金を受けて、平成11年度及び平成12年度に実

施した青谷町内遺跡の試掘調査記録です。

青谷町は、自然環境に恵まれ、東西の丘陵に挟まれた地域には、有形・無形の文化遺産が数多く残っ

ています。特に平成10年度から実施されてきた青谷上寺地遺跡の発掘調査では、弥生時代の祭祀場跡、

優れた木製品、鉄製品など弥生時代のイメージを一新させる重要な発見が相次いでいます。

近年は、社会の進展に伴って、各種開発事業が計画・実施され、さらに増加する傾向にあります。文

化財保護を推し進めている私共といたしましては、こうした開発と文化財の共存をはかるべく諸関係機

関と協議を重ね、円滑に文化財行政を進めているところです。

この調査にあたっては、鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵文化財センターをはじめ関係各

位の格別なご指導・ご協力を仰ぎながら、土地所有者や作業員の方々の熱意により、ようやく調査を終

了することができました。ここに深く感謝を申し上げる次第であります。

なお、この報告書は不十分な所も多くありますが、私たちの郷土理解に役立てていただくとともに、

今後の調査研究の一助となれば幸いです。

平成13年3月

青谷町教育委員会

教育長　久　野　浩太郎



例 ロ

1．本報告書は、平成11年度及び平成12年度国庫補助金及び県補助金を受けて青谷町教育委員会が実施

した青谷町内遺跡発掘調査の記録である。

2．本発掘調査事業は、真砂土採取事業計画に伴う善田古墳群、大口古墳群、宅地分譲事業計画に伴う

露谷漆ケ呼出土地、養郷村内出土地、青谷町福祉施設建設事業に伴う青谷上寺地遺跡、農地造成に伴

う鳴滝宮坂遺跡、和紙の里建設事業計画に伴う山根上式田出土地の範囲と性格を確認し、工事との調

整を図るため行った試掘調査である。

3．発掘調査及び報告書作成にあたっては、鳥取県教育委員会事務局文化課、鳥取県埋蔵文化財セン

ターの指導と協力を得た。

4．本書の作成は、調査員の森・加川が協議しながら、執筆・編集を行った。

5．本書に使用した方位は磁北で、実測図の縮尺は原則として遺構1／80、遺物1／3で示し、土色及

び土器類の色調を表すには農林水産技術会議事務局監修「標準土色帳」によった。地図は国土地理院

の承認を得て作成された「青谷町全図」の5万分の1の地図を利用した。

6．本書における遺構、遺物の略号は次のように示す。

T：トレンチ　SD：溝状遺構　SX：埋葬施設　SK：土壌　P：ピット　Po：土器

7．発掘調査で得られた日誌・図面・写真・遺物等は、青谷町教育委員会で保管する。

調査関係者

調査主体　　青谷町教育委員会
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第1章　発掘調査の経緯

（1）善田古墳群

この地域は以前の踏査で古墳あるいは曲輪と考えられる平坦地を確認しており、すでに周知の遺跡と

なっていた。試掘調査では調査地を2地区に分け、合計16カ所のトレンチを設定した。調査期間は2000

年1月12日から3月16日、2001年2月22日から2001年3月7日までである。

（2）露谷漆ケ呼出土地

この地域は以前の踏査で土師器片を表探しており、すでに周知の遺跡となっていた。

試掘調査では開発区城内に3カ所のトレンチを設定した。調査期間は2000年3月1日から3月3日ま

でである。

（3）青谷上寺地遺跡

青谷上寺地遺跡は1996年から1998年にかけて3度の試掘調査が行われ、多量の土器、杭列が確認され

た。さらに1998年から2000年にかけて財団法人鳥取県埋蔵文化財センターによって発掘調査が行われ、

その結果、祭祀場、河川の護岸工事、水田などの遺構が確認された。また大量の弥生土器、骨角器、鉄

製品、木製品、人骨等が出土している。

今回の試掘調査では開発区城内に4カ所のトレンチを設定した。調査期間は2000年4月3日から4月

4日までである。

（4）大口古墳群

この地域では1984年に大口第1遺跡、1988年に大口第2遺跡、1994年、1999年に大口第3遺跡の発掘

調査が行われ、住居跡や土墳墓、供献祭祀の遺構などが確認されている。

試掘調査では開発区域内に5カ所のトレンチを設定した。調査期間は2000年8月21日から2000年9月

19日までである。

（5）鳴滝宮坂遺跡

この周辺では土器の散布が確認されており、開発区城内も遺跡の存在する可能性があった。

試掘調査では開発区域内に5カ所のトレンチを設定した。調査期間は2000年9月25日から10月3日ま

でである。

（6）山根上式田出土地

この地域では土器の散布が確認されており、周知の遺跡となっていた。

試掘調査では開発区域内に7カ所のトレンチを設定した。調査期間は2000年12月15日から12月21日ま

でである。

（7）養郷村内出土地

この地域では土器の散布が確認されており、すでに周知の遺跡となっていた。

試掘調査では開発区域内に3カ所のトレンチを設定した。調査期間は2001年2月13日から2月20日ま

でである。

－1－



第2章　遺跡の位置と環境

あおや　　　とっとり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いなば　　　　ほうき

青谷町は、鳥取県の中央よりやや東に位置し、東部地域の西端、旧国名でいえば因幡国に属し、伯者

国との国境にある。北は日本海に面し、東は気高町、西は泊村・東郷町、南は鹿野町・三朝町に隣接

し、東西約7．7km、南北約13kmと南北に長く、面積約68．3kdの町である。

町の南域は標高500mを超す山地で、そこから北へ伸びる溶岩台地が町の東西を取り囲み町界をなし
ながおのはな

ている。溶岩台地の北端は長尾鼻、オゴノ鼻と続き、30mをこえる断崖となって日本海に突出してい
ひおき　　　　かちべ

る。また、溶岩台地の東を日置川、西を勝部川が流下し、河口近くで合流し日本海に注いでいる。合流

地点付近に沖積平野、海岸部に砂丘が形成されている。町内の砂浜は、全国的にも珍しい鳴り砂の浜と

して知られている（1）。

町内の遺跡は、確認されているものだけでも約450カ所あり、その大半は古墳である。
よしだ

今回調査した善田古墳群硯は青谷町の中央部北側にある善田集落西側の丘陵上に位置し、約13基の古
おおひらた　　　　　こびらたくらたに

墳からなる。周辺には大平田城跡的、小平田蔵谷城跡伸1）が存在しており、善田古墳群に点在する平坦
おくざき　　　　　　　　　　　　　っゆだに

地は城跡とも考えられる。また谷の対岸尾根上に南東側には奥崎古墳群個があり、西側には露谷古墳群

個が存在する。
つゆだにうるしがつほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あおやかみじち

露谷漆ケ呼出土地（B）は露谷集落の北側に位置し、周辺には青谷上寺地遺跡、露谷古墳群が存在する。

青谷上寺地遺跡（C）は青谷町の中央西側を流れる勝部川下流域の沖積平野東側に位置し、町の中央の丘

陵山裾部にあたる。この青谷上寺地遺跡では、1997年、1998年に試掘調査、1998年から1999年にかけて

財団法人鳥取県教育文化財団による発掘調査が行われ、弥生時代の祭祀場跡やそれに伴う木製品などの

遺物、大規模な護岸工事の跡などが確認されている。また縄文時代から中世にかけての多量の土器等も

出土している（2、6）。この周辺の遺跡としては丘陵北端部に露谷古墳群が存在する。西側丘陵裾部には須
いわもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいや

恵器等が出土した岩本遺跡餌が、丘陵上にはほぼ完形の土器が出土した青谷第4遺跡（7）的、柏屋神社（8）
よしかわ

的、吉川古墳群餌が存在する。
おおぐち

大口古墳群（D）は日置川によって形成された東側の沖積平野南端部西方の丘陵から東へ向かって派生し

た尾根の丘陵上に位置する。尾根続きの丘陵にはすでに消滅したが大口第1遺跡摘、大口第2遺跡個、

大口第3遺跡佃が存在する。大口第1、第2遺跡は、19糾年・1988年に発掘調査が行われ、弥生時代後

期から古墳時代にかけての土墳墓や多数の貯蔵穴、竪穴住居跡、墳墓などが確認されている。大口第3

遺跡は1994年、1999年に発掘調査が行われ、ピット群、住居跡、古墳などが確認されている（6・9、13）。ま

A　善田古墳群
B　露谷漆ケ呼出土地

C　青谷上寺地遺跡

D　大口古墳群
E　鳴滝宮坂遺跡
F　養郷村内出土地

G　山根上式田出土地
1　長尾鼻古墳群

2　長尾鼻1号墳
3　青谷第1遺跡

4　東山古墳
5　阿古山古墳群

6　阿古山22号墳
7　養郷古墳群

8　養郷10号墳
9　蔵内水船遺跡

10　蔵内古墳群
11蔵内上長谷第2遺跡
12　蔵内上長谷第4遺跡
13　大平田城跡
14　小平田蔵谷城跡
15　露谷古墳群
16　奥崎古墳群
17　大坪古墳群
18　大口第1遺跡
19　大口第2遺跡
20　大口第3遺跡
21カヤマ遺跡
22　早牛宝免遺跡
23　早牛古墳群
24　利用神社
25　亀尻古墳群
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26　神前神社
27　鳴滝官ノ前遺跡

28　鳴滝古墳群
29　山田横道遺跡

30　山田淡谷東平遺跡
31岩本遺跡

32　柏屋神社
33　青谷第4遺跡
34　吉川古墳群

35　吉川43号墳
36　井手古墳群

37　長和瀬古墳群
38　長谷古墳群

39　釜ノロ古墳群

40　長和瀬稲葉尾遺跡
41幡井神社
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た同じ丘陵の山裾部にあり、1981年に発掘調査が行われたカヤマ遺跡紺14、16）では、弥生時代から奈良
はやうじほうめん

時代にかけての住居跡や古墳などが確認されている。その南側には早牛宝免遺跡餌、早牛古墳群白丸す
おおつほ

ぐ北側には大坪古墳群佃が存在している。
なるたきみやさか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまだよこみち

鳴滝宮坂遺跡は（E）は鳴滝集落東側の丘陵上に位置する散布地である。周辺には山田横道遺跡¢凱1996
やまだたんたにひがしびら

年に発掘調査が行われ、礎石建造物跡等が確認された山田淡谷東平遺跡紺3）が存在する。
ようごうむらうち

養郷村内出土地（F）は養郷集落の周辺に存在する散布地である。周辺には、横穴式石室内に2基の箱式
ようごう

石棺が安置され町の史跡に指定されている養郷10号墳（8）を有する養郷古墳群（7）が存在する。
やまねかみしきだ

山根上式田出土地（G）は日置川上流にある山根集落の中程に位置する散布地である。

その他の青谷町内の主な遺跡は、次のとおりである。

旧石器時代の遺跡は、今のところ確認されていない。縄文時代の遺跡としては、砂丘地にある青谷高

校の井戸掘り作業中に偶然発見された青谷第1遺跡（3）（17）がある。ここでは、縄文時代中期から弥生時

代、古墳時代にかけての土器片が出土している。このほか縄文時代の遺跡としては、縄文時代前期の土
くらうちかみながたに

器片の散布が確認された蔵内上長谷第2遺跡（16）囲、1995年に試掘調査が行われ、縄文時代後期の土器片

が出土した蔵内上長谷第4遺跡（16）摘、石皿の出土した長和瀬稲葉尾遺跡（17）初がある。

弥生時代の遺跡は、大口第1・第2遺跡、カヤマ遺跡、早牛宝免遺跡、前述の青谷第1遺跡、青谷第
くらうちみずふね

4遺跡、青谷上寺地遺跡、1981年に発掘調査が行われた蔵内水船遺跡（18）（9）、絹見部落周辺の土器・石斧
きたがわら

出土地、北河原での挟入石斧出土地などがある。

古墳時代には、町の中央と東西の丘陵やその山裾に多数の古墳が造営された。今のところ古墳や集

落・散布地等の分布は、海岸から約6km以内に限られている。町内の古墳は、ほとんどが直径10～20m

程度の円墳と考えられ、海岸に向けて伸びる3つの丘陵台地上ないしは山裾部に存在する。

東側の台地・丘陵上には、北側から町内最大の前方後円墳である長尾鼻1号墳（全長34m）（2）を有す
ひがしやま

る長尾鼻古墳群（1）、町内第2の前方後円墳である東山古墳（全長28m）（4）、船や星の線刻壁画が施さ
あこやま

れた阿古山22号墳（6）を有する阿古山古墳群（19）（5）、前述の養郷古墳群（7）、蔵内古墳群（1功と続く。
かめじり

次に中央の丘陵には、北から露谷古墳群、その西に亀尻古墳群¢凱東に善田古墳群があり、さらに南

東には町の史跡に指定されている奥崎古墳群、大坪古墳群、大口古墳群、早牛古墳群が連なっている。
なるたき

また西側丘陵上には前述の山田横道遺跡¢凱　その丘陵の谷に面した山裾には、金環が出土した鳴滝古墳

群紬がある。

最後に西側の丘陵上には、相屋神社鋤から南方の丘陵には100基以上の古墳が連なり、船の線刻壁画

が措かれた吉川43号墳鍋を有する吉川古墳群が存在し、またその西側の丘陵上には北から井手古墳群
ながわせ　　　　　　　　　　　　　　かま　くち

的、長和瀬古墳群的、長谷古墳群鍋、釜ノロ古墳群鍋と続いている。

この時代の古墳以外の遺跡は、縄文・弥生時代の項で述べたように、青谷第1遺跡、青谷上寺地遺

跡、大口第1遺跡、大口第2遺跡、カヤマ遺跡、早牛宝免遺跡が主なものである。

奈良時代以降の遺跡としては、前述の青谷上寺地遺跡、カヤマ遺跡、山田淡谷東平遺跡、1999年に発

掘調査が行われた鳴滝宮ノ前遺跡（20）銅がある。
かしわお

歴史上の資料としては因幡国の官道に置かれた4カ所の駅のうちの「柏尾駅」の有力な候補地とい

われる相屋神社周辺や、勝部・日置といった部民制度に由来するといわれる郷名が残っている（8）。また
はやかわ　　　　はたい

時代はやや下るが、町内の式内社である利川神社餌と幡井神社柚がそれぞれに早牛・絹見に、式外社で
かんざき

ある相屋神社と神前神社鍋がそれぞれ青谷・鳴滝にあることは（8）、遺跡との関わりが考えられる。
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第3章　調査の概要

第1節　善田古墳群

軋

（1）調査の方法

この周辺には大平田城跡、善

田古墳群といった遺跡が存在し

ており、その範囲が開発区城内

に及ぶ可能性が考えられる。こ

のため真砂土採取事業が計画さ

れている区域内の平坦地及びそ

の斜面地において、1．0mX4．0

mを基準としたトレンチを16ヶ

所に設定し、掘り下げを行っ

た。第1トレンチから第4トレ

ンチは開発区域内中央に張り出

した尾根上に、第5トレンチか

ら第10トレンチは北側の尾根上

に、第11トレンチから第16トレ

ンチは南側の尾根上にそれぞれ

設定した。

挿図2　善田古墳群トレンチ配置図

トレ ンチ
華　 号

トレンチ の
規 模 （m ）

遺　　　　　 構 遺 ・　 物

T l 1．5 ×2 ．5

T 2 1．5 ×3 ．0

T 3 1．5 ×4 ．0

T 4 1．5 ×3．8

T 5 1．3 ×5．0

T 6 1．3 ×4．0 周　 溝 土 師器

T 7 1．5 ×3 ．7 周　 溝 土 師器

T 8 1．5 ×4 ．0

T 9 3 ．5 ×4 ．2

T lO 1．5 ×4 ．0

T ll 1．5 ×4 ．3

T 12 1．5 ×6 ．3 ピ ッ ト 土 師 器

T 13 1．5 ×6 ．0

T 14 1．5 ×8 ．2 ピ ッ ト　 溝 状 遺構　 土壌 土 師器

T 15 1 ．5 ×5．0

T 16 1 ．5 ×5．0

表1善田古墳群トレンチ一覧表
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（2）トレンチの概要

第1～第4トレンチ

これらのトレンチは工事区域内中央に張り出した尾根上に緩斜面もしくは平坦地を中心に設定した。

各トレンチとも30cmから60cm程度掘り下げたが、遺構・遺物は検出できなかった。

第5・第8～第10トレンチ

これらのトレンチは開発区城内北側の尾根上に設定した。これらのトレンチは約50cm掘り下げたが遺

構、遺物は検出できなかった。

第6トレンチ

このトレンチは第5トレンチの南東側約40mに1．3mX4．0mの規模で設定した。約40cm掘り下げたと

ころで灰黄褐色土に達した。さらに掘り下げたところ、地山がU字状に落ち込む周溝（SDOl）となった。

遺物は土師器が出土したが、いずれも小片のため図化できなかった。

第7トレンチ

このトレンチは第6トレンチの南東側に1．5mX3．7mの規模で設定した。約50cm掘り下げたところで

周溝（SDO2）を確認した。

遺物は土師器が出土したが、いずれも小片のため図化できなかった。

第11・15・16トレンチ

これらのトレンチは開発区域内南側の尾根上に設定した。これらのトレンチでは約30cm程度掘り下げ

たが遺構、遺物は検出できなかった。

第12トレンチ

このトレンチは1．5mX6．3mの規模で平坦地から斜面地にかけて設定した。平坦地側は約15cm掘り下

げたところで地山を確認した。またトレンチのほぼ中央部からはピット（POl）と考えられる落ち込み

を確認した。

遺物はピットの上面から土師器が出土しているが、小片のため図化はできなかった。

第13トレンチ

このトレンチは1．5mX6．0mの規模で斜面地から平坦地にかけて設定した。斜面地では盛土を施した

ような痕跡を確認した。またやや落ち込むような土層を確認した。

遺物は確認できなかった。

第14トレンチ

このトレンチは1．5mX8．2mの規模で平坦地に設定した。表土を約15cm掘り下げたところでトレンチ

の西側に土壌（SKOl）と考えられる落ち込みの土層を確認した。また浅い溝状遺構（SDO3）及びピッ

ト（PO2）と考えられる落ち込みを確認した。

遺物はトレンチ西側から集中して出土しており、図化できたのは土師器賓（PoOl）、鼓形器台（PoO2）、

高年杯部（PoO3）の3点である。
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①暗褐色土（表土）

②にぷい黄褐色真砂土

③にぷい黄褐色真砂土（②より明るい）

④灰黄褐色真砂土（炭化物少量混じる）

⑤明黄褐色真砂土
⑥黄褐色真砂土

⑦明黄褐色真砂土（⑤より暗い）

⑧黄褐色真砂土（⑥より明るい）
⑨黄橙色真砂土

⑳明黄褐色真砂土（⑤より明るい）

⑧にぷい貞橙色真砂土

⑧灰黄褐色真砂土

⑬黄橙色真砂土（地山）

0　　　　　1　　　　2m
し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　」

S＝1／80 「二＿雲
誰
皿
）

挿図3　善田古墳群第6トレンチ平面図及び土層図

①暗褐色土（表土）
②黄褐色真砂土

③明黄褐色真砂土

④明黄褐色真砂土（③より明るい）

⑤明黄褐色真砂土（④より暗い）

⑥黄橙色真砂土（地山よりもろい）

⑦黄橙色真砂土（地山）

S＝1／80

0　　　　　1　　　　　2m

－　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　－　　　　　－　　　‾　　－　　　－　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　‾

挿図4　善田古墳群第7トレンチ平面図及び土層図

H＝21．0m

①にぷい黄褐色真砂土（表土）　⑧
②明黄褐色真砂土

③明黄褐色真砂土（②より明るい）
④黄褐色真砂土

⑤黄褐色真砂土（④よりやや明るい）
⑥橙色真砂土

⑦撮乱

⑧浅黄橙色真砂土（地山）

S＝1／80

0　　　　　1　　　　　2m
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

挿図5　善田古墳群第12トレンチ平面図及び土層図

①黄褐色真砂土（表土）

②にぷい黄褐色真砂土

③撹乱

④褐色真砂土

⑤明黄褐色真砂土（5①程度の礫含む）

⑥明黄褐色真砂土（⑤より明るい）

⑦明黄褐色真砂土（⑤より暗い）

⑧明黄褐色真砂土（⑦よりやや明るい）

⑨黄橙色真砂土（地山ブロックを含む）

⑩浅黄橙色真砂土（地山）

⑪浅黄橙色真砂土（礫含む他山）

S＝1／80

0　　　　　1　　　　　2m
し　＿＿＿‥　　　：　　　　　！

挿図6　善田古墳群第13トレンチ平面図及び土層図

①褐色真砂土（表土）

②明黄褐色真砂土

③にぷい黄褐色真砂土
④明黄褐色真砂土

⑤明黄褐色真砂土（④より明るい）
⑥黄褐色真砂土

⑦橙色粘質土（真砂土少量含む）

⑧橙色真砂土

⑨橙色粘質土（⑦より暗く、真砂

土少量含む）
⑩橙色真砂土

⑧橙色真砂土（⑩より暗い）

⑧黄橙色真砂土

⑧明黄褐色真砂土

⑭橙色粘質土（地山）
⑮浅黄橙色真砂土（地山）

S＝1／80

0　　　　　1

！　　　　　：　　　　－「」

挿図7　善田古墳群第14トレンチ平面図及び土層図
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♂ ＿＿＿‥＿＼」

S＝1／3

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
l　　　　　　　　－　　　　　　　　1

PoO3　　　　　　　　　r　　　　　　　‘　　　　　　‘

挿図8　善田古墳群出土遺物実測図

出土
位置

土器
番号

取上
番号

品種 法　 量
（cm） 形態上の特徴 手法上の特徴 胎土 焼成 色　　 調 備　 考

T 14 Pol 01 土師器 8 12：鑑 ほぼ直立気味に外反する 外）風化著しく 密 良好 内外面とも
嚢 複合口縁。端部は丸くお

さめる。屈曲部は水平に
突出する。

不明
内）ナデ

黄橙色

Po2 02 土師器 乳 昌：去会 「ハ」字状に開く脚部。 外）ナデ 密 良好 外）にぷい
鼓形器
ム口

端部は外反し、丸くおさ
める。屈曲部の稜は突出
していない。

内）ケズリ 黄橙色
内）にぷい

1橙色

Po3 03 土師器 8 22：呂芸 やや外反気味に外傾す 内外面……風化 密

l

良好 外）橙色
高杯杯
部

る。端部は丸 くおさめ
る。

著しく不明 内）にぷい
橙色

註…法量の○数字は次のとおりとする。①口径、②器高、③底部径、である。復元した計測値に※印、残存値に△印を

付した。

表2　善田古墳群出土遺物観察表

第2節　露谷漆ケ呼出土地

（1）調査の方法

事前踏査時に周辺で

土師器片を採取するこ

とができた。また周辺

には青谷上寺地遺跡が

存在する。そのため住

宅建設予定区域内に、

1．5mX4．0mの規模で

試掘トレンチを3ヶ所

設定し、掘り下げを

行った。

（2）トレンチの概要

第1～第3トレンチ

これらのトレンチ

は、工事予定区域内に

1．5mX4．0mの規模で

設定した。各トレンチ

谷

、さ

．危℡′
iぴ ・机 、、 7 3　　　　 ．㌦ ．≦

／

　、

、リ
／

ノ′、了 、、／／

　ヽ　　　　 ／
＼　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ー

遜　　　　　　　　 ‖載 ．．…・＼笥

挿図9　露谷漆ケ呼出土地トレンチ配置図
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は表土を除去するとマコモを含む粘質土が厚く堆積し

ていた。また掘り下げの途中で壁面あるいは下層より

湧水が著しくなり掘り下げを断念しなければならな

かった。

遺構は検出できなかった。遺物は第2トレンチより

土師器片が出土している。しかし小片のため図化でき

なかった。

第3節　青谷上寺地遺跡

（1）調査の方法

この遺跡は1996年から2000年まで

試掘調査及び発掘調査が実施されて

おり、弥生時代の護岸工事、祭祀場

の跡、‾水田、多量の土器及び木製品

などが出土している。また現在でも

遺跡の範囲は確認されておらず、周

辺に広がっていると考えられてい

る。このためこの周辺の開発につい

てはこの遺跡の名前を用いて調査を

行うことにしている。また遺物包含

層まで約1．0m掘り下げるため、重

機を用いて掘り下げることとした。

トレンチ箇所は4カ所である。

（2）トレンチの概要

第1・第2トレンチ

このトレンチは開発予定区域内の

南西側に設定し、掘り下げを行っ

た。約70cmから80cm掘り下げたとこ

ろでマコモを含む層に達した。その

後約115cm掘り下げたところで川砂

を含む層に達した。約35cm掘り下げ

たところで貝殻を含む粘質土層に達

した。

遺構、遺物ともに検出できなかっ

た。

ト レ ン チ ト レ ン チ の 遺　 構 遺　 物
番　　 号 規 模 （m ）

T l 2 ．0 × 4 ．0

T 2 2 ．0 × 4 ．0 土 師 器

T 3 2 ．0 × 4 ．0

表3　露谷漆ケ呼出土地トレンチ一覧表

挿図10　青谷上寺地遺跡トレンチ配置図

トレンチ トレンチの 遺　 構 遺　 物
番　　 号 ‘規模 （m ）

T l 1．5×3・．5

T 2 2．5×4．0

T 3 2．0 ×5．0

T 4 ＿ 2．0 ×3．7

表4　青谷上寺地遺跡トレンチ一覧表

第3トレンチ

このトレンチは開発予定区域内の南東側に設定し、掘り下げを行った。約50cm掘り下げたところでマ

コモを含む層に達した。さらに約40cm掘り下げたところ貝片、木片を少量含む層に達した。その後約50

cm掘り下げたところで貝殻を含む層に達した。

遺構、遺物ともに検出できなかった。

－10－



第4トレンチ

このトレンチは開発予定区域内の北側に設定し、掘り下げをおこなった。約70cm掘り下げたところで

マコモを含む層に達した。さらに約50cm掘り下げたところで河川の氾濫と考えられる砂を含む層に達し

た。その後約50cm掘り下げたところで貝殻を含む層に達した。

遺構、遺物ともに検出できなかった。

第4節　大口古墳群

（1）調査の方法

この遺跡の周辺は大口第1遺跡、大口第2遺跡、大

口第3遺跡として発掘調査が行われ、ピット、古墳、

住居跡等が多数確認されている。このため真砂土採取

事業が計画されている区域内の尾根上にある平坦地を

中心に1．0mX4．0mを基準としたトレンチを5カ所に

設定し、掘り下げを行った。

（2）トレンチの概要

トレンチ トレンチの 遺　 構 遺　 物
番　　 号 規嘩 （m ）

・T l 1・．7 ×4．0 土 師器

T 2 1．5 ×3．8 ‾ 周　 溝 土 師器

T 3 1．5×4．0 主体 部 土 師器

T 4 1．3 ×4．0 周　 溝 土 師器

T 5 1．4 ×5．0

表5　大口古墳群トレンチ一覧表

第1トレンチ

このトレンチは尾根の西端に1．7×4．0mの規模で設定した。このトレンチでは約40cm掘り下げたとこ

ろで地山に達した。

遺構は検出できなかった。遺物は表土中と地山上面で土師器が出土した。しかし小片のため図化でき

なかった。

第2トレンチ

このトレンチは第1トレンチの東側に1．5mX3．8mの規模で斜面地から平坦面にかけて設定した。こ

のトレンチでは約30cm掘り下げたところ石棺に使用されたと考えられる板状安山岩の破片を検出した。

また斜面部分では周溝（SDOl）と考えられる落ち込みを確認した。

挿図日　大口古墳群トレンチ配置図
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遺物は土師器が出土してお

り、図化できたものは鼓形器

台（PoOl）、高杯（PoO2）で

ある。

第3トレンチ

このトレンチは第2トレン

チの東側に1．5mX4．0mの規

模で緩斜面に設定した。表土

から約15cm掘り下げたところ

で50cm程度の石を検出した。

また表土から約30cm掘り下げ

たところで土壌（SXOl）と

考えられる落ち込みを検出し

た。

遺物は石の周辺で土師器が

出土している。図化できたも

のは高杯脚部（PoO3）、鼓形

器台（PoO4）である。

第4トレンチ

このトレンチは第3トレン

チの東側に1．3mX4．0mの規

模で斜面地から平坦面にかけ

て設定した。表土を掘り下げ

たところで斜面側に周溝（SD

O2）と考えられる落ち込みを

検出した。また平坦地側では

盛土と考えられる第8層を確

認した。

遺物は土師器が出土してい

るがいずれも小片のため図化

できなかった。

①にぷい黄褐色真砂土（表土）
②明黄褐色真砂土

③にぷい黄褐色真砂土（炭化物混じる）

④浅黄橙色真砂土（⑪よりもろい）

⑤にぷい黄橙色真砂土

⑥貞橙色真砂土（炭化物混じる）

⑦明黄褐色真砂土（②よりしまる）
⑧明褐色真砂土（1皿程度の灰白色

レキ含む）

⑨黄褐色真砂土（炭まじる）
⑧浅黄橙色真砂土

⑧黄橙色真砂土（地山）

S＝1／80

0　　　　　1　　　　2m

し二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　　　」

uO．C∠＝H

挿図12　大口古墳群第2トレンチ平面図及び土層図

H＝68．0m

S＝1／80

0　　　　　1　　　　　2m
l　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　＿＿」
r・．・．・．－　‾－．＿ここここ．l　　　　＿二　‾　　　－－　－＿＿

挿図13　大口古墳群第3トレンチ平面図及び土層図

①にぷい黄褐色真砂土（表土）

②にぷい黄褐色真砂土（炭混じる）

③黄橙色真砂土

④明黄褐色真砂土
⑤据乱

⑥明黄褐色真砂土（④よりやや

明るい）
⑦にぷい黄褐色真砂土（炭混じる）

⑨黄橙色真砂土（地山）

S＝1／80

0　　　　　1　　　　2m
ト＿　一．＿．＿＿＿．－．＿＿＿ト．・．・．・．・．・．・．・．・．．・．＿　」

■●　　　　　　　　　4

竺讐禦竺聖早野り明るい）　⑥

uO‘99＝H

挿図14　大口古墳群第4トレンチ平面図及び土層図

第5トレンチ

このトレンチは第4トレンチの北東側に1．4mX5．0mの規模で平坦地から斜面にかけて設定した。平

坦地側の表土を掘り下げたところで古墳の盛土と考えられる第3・4層を確認した。

遺物は確認できなかった。
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∵「∵二

1『。S＝1／31。。。－

⊆ミニ⊃Po3

挿図15　大口古墳群出土遺物実測図

出土
位置

土器
番号

取上
番号

品種 法　 量
（cm） 形態上の特徴 手法上の特徴 胎土 焼成 色　　 調 備　 考

T 2 P ol 06 土師器 鮎 呂会 「ハ」字状に開く脚部。 内外面……風化 密 良好 内外面とも
鼓形器
ム口

端部は外反し丸くおさめ
る。屈曲部の稜は突出す
る。

著しく不明 黄橙色

Po2 04 土師器 ② 4．0△ 受部、脚部とも端部を欠
く。

内外面……風化 密 良好 内外面とも
高杯 著しく不明 鈍い黄橙色

T 3． Po3 05 土師器 配 号会 大きく 「ハ」字状に開く 外）不明 密 良坪 内外面とも
高杯
脚部

脚部。5 mm程度のすかし
が3箇所ある。

内）パケ目 にぷい黄橙
色

Po4 06 土師器 駅 鑑 「ハ」字状に開く受部。 内外面……風化 密 良好 内外面とも
07 鼓形器

ム口

端部は外反し丸くおさめ
る。屈曲部の稜はやや上
方に突出する

著しく不明． にぷい黄橙
色

註・・・法量の○数字は次のとおりとする。①口径、②器高、③底部径、である。復元した計測値に※印、残存値に△印を

付した。

表6　大口古墳群出土遺物観察表

第5節　鳴滝宮坂遺跡

（1）調査の方法

この遺跡の周辺には道

を挟んで山田横道遺跡が

存在し、その続きの尾根

上であることから以前か

ら遺跡が存在する可能性

が多分にあると考えられ

ていた。このため農地造

成が考えられている区域

の尾根上の平坦面を中心

に1．5mX4．0mの規模を

基準としたトレンチを5

カ所設定し、掘り下げを

行った。

50　　　　　　　100m

挿図16　鳴滝宮坂遺跡トレンチ配置図
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（2）トレンチの概要

第1・第2・第5トレンチ

これらのトレンチは開発区城内の東側の平坦地から

斜面地にかけて設定した。こられのトレンチは約20cm

程度掘り下げたところで地山に達したが、遺構は確認

できなかった。また土師器が少量出土しているが斜面

部からの出土で上部からの転落と考えられる。

第3トレンチ

このトレンチは開発区域内の平

坦地から斜面地にかけて1．5mX

5．0mの規模で設定した。このト

レンチでは表土を20cm程度掘り下

げたところで、第2層に達した。

トレンチのほぼ中央部にピット

（POl）と考えられる落ち込みの

土層を確認した。さらに掘り下げ

たところで地山に達した。

遺物は土師器が出土している

が、いずれも小片のため図化でき

なかった。

トレ ンチ トレ ンチ の
遺　 構 遣　 物

番　　 号 規模 （m ）

T l 1．3 ×4 ．0 土 師器

T 2 1．3 ×4 ．7 土 師器

T 3 1．5 ×6 ．0 ピ ッ ト 土 師器

T 4 1．ち×4 ．0 土 師器

T 5 1．5 ×5 ．0 土 師器 ．

表7　鳴滝宮坂遺跡トレンチ一覧表

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥一二＿　　　」

挿図17　鳴滝宮坂遺跡第3トレンチ平面図及び土層図

第4トレンチ

このトレンチは開発区域内のほぼ平坦地に1．5mX4．0mの規模で設定した。このトレンチでは表土を

25cm程度掘り下げたところで第2層に達した。さらに20cm程度掘り下げたところで地山に達した。

遺構は検出できなかった。遺物は第2・第3層より土師器が出土しており、図化できたものは嚢（Po

Ol・02）、高杯（PoO3）である。

①黒褐色土（表土）
②にぷい褐色土

③にぷい赤褐色粘質土（ややしまる）　9　　．　　2p
④明赤褐色粘質土（③よりしまる）　　　二　　　　　一　　　　1

挿図18　鳴滝宮坂遺跡第4トレンチ平面図及び

土層図

－14－

二

二

斗 Po3

S＝1／3

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

［＝－－　　　：　　　　！

挿図19　鳴滝宮坂遺跡出土遺物実

測図



出土
位置

土器
番号

取上
番号 品種 法　 量

（cm）
形態上の特徴 手法上の特徴 胎土 焼成 色　　 調 備　 考

T 4 Pol 01 土師器
襲

享二三 直立気味に外反して立ち
上がる複合口縁。端部は
押さえた面を持つ。ロ縁
部内面は指押さえにより
窪む。

内外面……ナデ 密 良好 外）黄橙色
内）黄橙色

外面に
スス付
着

Po2 02 土師器
襲

審1芸：芸芸 ほぼ垂直気味に立上り外
反する複合口縁端部は丸
くおさめる。

内外面……ナデ 密 良好 外）褐灰色
内）褐灰色

外面に
スス付
着

Po3 03 土師器
高杯

② 8．2△ 脚部にかけて 「ハ」字状
に広がる。

内外面……風化
著しく不明

密 良好 外）灰色

註…法量の○数字は次のとおりとする。①口径、②器高、③底部径、である。復元した計測値に※印、残存値に△印を

付した。

表8　鳴滝宮坂遺跡出土遺物観察表

第6節　養郷村内出土地

（1）調査の方法

この出土地の周辺には養郷古墳群、阿古山古墳群な

どの古墳群があり、山裾に住居跡等の可能性が考えら

れた。このため開発区域内に1．5mX5．0mを基準とし

たトレンチを3カ所設定し掘り下げを行った。

（2）トレンチの概要

トレンチ トレンチの
遺 、構 遺　 物

番　　 号 規模 （m ）

T l 1．5×8．0
土 師器 r
須恵器・

T 2 1．5×5．0 ‘土師器

T 3 1．5 ×5．0

表9　養郷村内出土地トレンチ一覧表

第1～第3トレンチ

これらのトレンチは開発区城内の山裾に近い部分に設定して掘り下げを行った。これらのトレンチで

は表土を除去するとマコモを含む粘質土になり、さらに掘り下げるとやや砂を含む層に変わる。このた

め、どのトレンチでも壁面あるいは下層より湧水が著しくなり、掘り下げを断念しなければならなかっ

た。

l

1 3 1

．　　　．

1 6 6

4 ．1 2

山

・ 3 ． 3 6

1 1

・ 1 2 6

日 ．． ．． °．

l i

・ 3 ． 2 7

．．．． ．．‥ ．； 息

．3 5

l ’

．3 ．車 7

l 別 ■ ．■

H ご 3 ． 8 3 1

1 1 3
．題

1 5 0

3 ．0 題

°． ．． ．．． ．． °

I l

3 J l 0 ．

円

1 甲

l

l

●

l l

・ 3 ．3 0

． 3 2 2

l l

車 公 塵

・ 3 ． 7 8

円 － ． 3 °

川

・ 1 l

H ．‥ ． ．°
′ヽ ．

l ●

一一 ●

l
．J

挿図20　養郷村内出土地トレンチ配置図
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遺構は検出できなかった。遺物としては第1・第2トレンチより土師器、須恵器が出土している。い

ずれも小片のため図化できなかった。

第7節　山根上武田出土地

（1）調査の方法

この試掘調査は、和紙の里建設事業に

伴って、開発予定区域内において実施し

た。

この区域では、少量の土器が表探され

たため、遺跡の存在を確認することを目

的に、1．5mX4．0mの規模を基準とし

て、7カ所のトレンチを設定し、順次掘

り下げていった。

（2）トレンチの概要

第1トレンチ

このトレンチは、開発予定区域の南東

部に設定し掘り下げた。

このトレンチでは、厚い川砂混じりの

礫層が確認された。

第2～5・7トレンチ

これらのトレンチは、開発予定区域の

南西部の緩斜面に設定し掘り下げた。

これらのトレンチでは、耕土下に礫混

じりの層が堆積し、扇状地形状であるこ

とから、上部からの土砂堆積後水田が造

成されたと考えられる。

これらのトレンチでは遺構は確認でき

なかった。

また第7トレンチでは、堆積土層中で

土師器及び須恵器小片が出土したが、実

測はできなかった。

0　　　　　　　　　50　　　　　　　　100m

S＝1／2，500

挿図21山根上式田出土地トレンチ配置図

トレ ンチ トレンチ の
1遺　 構 遺　 物番　　 号 規 模 （m ）＿

T l 1．4 ×5．0

T 2 1．7 ×4 ．6

T 3 1．5 ×4 ．2

T 4 ． 1．4 ×4 ．0

T 5 1．．4 ×3 ．3

T 6 1．6 ×3 ．7 土 師器

T 7 1．3 ×3 ．6 土 師器L
須 恵 器ン

表10　山根上式田出土地トレンチ一覧表

第6トレンチ

このトレンチは、開発予定区域の西側中央部に設定し、約40cm掘り下げたところで地山に達した。

このトレンチでは遺構は検出できなかった。遺物は土師器片が3点出土したが、小片のため実測はで

きなかった。
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第4章　ま　と　め

（1）善田古墳群

善田古墳群における今回の調査では、開発区域内の中央の尾根上に設定した第1～第4トレンチでは

遺跡を確認することはできなかった。開発区域内北側の尾根上に設定した第5～第10トレンチのうち、

第6・第7トレンチで周溝を確認し、古墳を確認することができた。開発区城内南側の尾根上に設定し

た第11～第16トレンチのうち、第12二第14トレンチで遺構を確認することができた。

以上のことから開発区城内の北側と南側の尾根については発掘調査が必要である。また今回の調査で

新たに確認した古墳は善田14号境と命名する。

（2）露谷漆ケ呼出土地

露谷漆ケ呼出土地における今回の調査では、第2トレンチで遺物を確認することができたが、遺構は

確認できなかった。また遺物は摩耗が著しく周辺からの流れ込みと考えられる。

以上のことから開発区城内に遺跡は存在しないと考えられる。しかし周辺の尾根上には露谷古墳群が

存在し、それに伴う住居跡等が確認できないことから周辺の開発にあたっては十分注意する必要があ

る。

（3）青谷上寺地遺跡

青谷上寺地遺跡における今回の調査では、遺構・遺物は確認できなかった。また以前発掘調査を実施

した結果と照らし合わせたが、遺物包含層を確認することはできなかった。

以上のことから開発区域内に遺跡は存在しないと考えられる。しかし青谷上寺地遺跡はまだ正確な範

囲が確認されておらず、これからこの周辺で行われる開発計画については十分に注意する必要がある。

（4）大口古墳群

大口古墳群における今回の調査では、尾根上に設定した第1～第4トレンチで遺物を確認することが

できた。また第2・第4トレンチでは周溝、第3トレンチでは主体部と考えられる落ち込みを確認する

ことができた。

以上のことから開発区域内には古墳4基の存在が確認できた。このため開発にあたっては発掘調査を

実施する必要がある。

（5）鳴滝宮坂遺跡

鳴滝宮坂遺跡における今回の調査では、尾根上の平坦地に設定した第3トレンチでは土器及び遺構を

確認することができたが、やや斜面地に設定した第1・第2・第4・第5トレンチでは土器を確認する

ことはできたが遺構を確認することができなかった。

以上のことから開発区域内の平坦地を中心に遺跡は広がると考えられる。このため開発にあたっては

発掘調査を実施する必要がある。

（6）養郷村内出土地

養郷村内出土地における今回の調査では、第1・第2トレンチで土師器・須恵器を確認したが、摩耗

が著しく周辺からの流れ込みと考えられる。

以上のことから開発区域内に遺跡は存在しないと考えられる。しかし周辺の尾根上あるいは斜面地に
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古墳が存在することから周辺の開発にあたっては十分に注意する必要がある。

（7）山根上式田出土地

山根上式田出土地における今回の調査では、第6・第7トレンチで土師器等小片が数点出土したが、

遺構は確認できなかった。遺物は摩耗し、堆積土中から出土していることから上部からの流入であると

考えられる。

以上のことから開発区域内に遺跡は存在しないと考えられる。しかし土師器等が散布していることか

ら周辺の開発にあたっては十分に注意する必要がある。
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喜田古墳群　第6トレンチ土層

喜田古墳群　第13トレンチ

喜田古墳群　第14トレンチ遺物出土状況

誉田古墳群　第7トレンチ土層

善田古墳群　第14トレンチ土墳検出状況

善田古墳群　第14トレンチ土層

善田古墳群　出土遺物



露谷漆ヶ坪出土地第2トレンチ

大口古墳群　遠景

大口古墳群第2トレンチ

青谷上寺地遺跡　遠景

青谷上寺地遺跡第2トレンチ

大口古墳群第2トレンチ土層

大口古墳群第2トレンチ遣物出土状況



大口古墳群第4トレンチ

PoO4

大口古墳群　出土遺物

大口古墳群第3トレンチ

鳴滝宮坂遺跡　遠景

鳴滝宮坂遺跡第3トレンチ　　　　　　第3トレンチピット検出状況　　　　　鳴滝宮坂遺跡第4トレンチ



鳴滝宮坂遺跡出土遺物

養郷村内出土地　遠景

養郷村内出土地第3トレンチ

山根上式田出土地第7トレンチ
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